
　
８
月
26
日
、
大
飯
・
高
浜
原
子
力
発

電
所
の
同
時
事
故
を
想
定
し
た
、「
原

子
力
総
合
防
災
訓
練
」を
実
施
。大
浦
・

朝
来
の
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、海
上
自
衛
隊
、陸
上
自
衛
隊
、海
上

保
安
庁
、京
都
府
、京
都
市
消
防
局
、舞

鶴
警
察
署
、京
都
市
、大
浦
・
朝
来
消
防

団
な
ど
、12
機
関
、約
２
，８
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

原
子
力
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

医
療
現
場
体
験
イ
ベ
ン
ト 

ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
イ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
２

全
国
の
大
学
生
1
0
0
人
が
舞
鶴
を
発
信

知
ら
な
い
か
ら
こ
そ
気
付
け
る
こ
と
が
あ
る

　
京
阪
神
や
九
州
な
ど
か
ら
集
ま
っ
た
大

学
２
～
３
回
生
が
舞
鶴
の
魅
力
を
発
信
す

る
「
若
者
１
０
０
人
会
議
～
究
極
人
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
～
」
が
９
月
６
日
～
８
日
に
行

わ
れ
ま
し
た
。同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
舞
鶴

の
知
名
度
向
上
と
地
元
企
業
の
人
材
確
保

を
目
的
に
２
泊
３
日
で
開
催
さ
れ
、
学
生

Ｐ
Ａ
Ｚ
（
原
発
か
ら
５
㌔
圏
）
に

準
じ
た
地
域
（
Ａ
‐
２
ゾ
ー
ン
）
の

大
山
・
田
井
・
成
生
・
野
原
地
区
は
、

地
震
で
道
路
が
寸
断
さ
れ
孤
立
し
た

と
い
う
想
定
で
、
海
上
自
衛
隊
、
陸

上
自
衛
隊
、
京
都
市
消
防
局
の
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
に
よ
り
要
配
慮
者
を
舞
鶴

高
専
ま
で
搬
送
。
ま
た
海
上
自
衛
隊
、

海
上
保
安
庁
の
船
舶
で
海
路
避
難
を

12
機
関
約
２
，
８
０
０
人
が
参
加

約
１
０
０
人
が
参
加
。グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ「
地
元
の
お
寺
で
記
念
写
真
を
撮
る
」な

ど
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
指
令
）を
達
成
す
る
た

め
市
内
各
地
域
を
回
り
、
市
民
と
交
流
し

た
り
海
上
自
衛
隊
の
護
衛
艦
や
引
揚
記
念

館
を
見
学
し
た
り
し
、
舞
鶴
の
魅
力
を
Ｓ

Ｎ
Ｓ
で
発
信
し
ま
し
た
。７
日
に
は
２
日

間
で
見
つ
け
た
舞
鶴
の
良
さ
や
感
じ
た
こ

と
を
曲
に
し
て
披
露
し
合
い
、
そ
の
完
成

度
を
競
い
ま
し
た
。参
加
し
た
学
生
は
「
市

民
の
人
が
と
て
も
親
切
で
驚
い
た
。ま
た

舞
鶴
を
訪
れ
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
各
グ
ル
ー
プ
の
様
子
は
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
「
♯
キ
ワ
モ
ノ
」
で
見
る
こ
と
が
で
き
、

ま
と
め
た
動
画
は
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
市
公
式

動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

《
究
極
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会
（
移

住・定
住
促
進
課
内
）》

▲地元のお寺で写真を撮るミッションへ向かう学生

▲海上自衛隊北吸桟橋を見学

　
８
月
25
日
、
市
議
会
議
場
で「
ま
い
づ
る

中
学
生
ま
ち
づ
く
り
議
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。子
ど
も
達
に
ふ
る
さ
と
舞
鶴
へ
の

愛
着
と
誇
り
を
持
っ
て
も
ら
い
、
よ
り
良

い
舞
鶴
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
と
し
て
実

施
し
た
も
の
で
、
市
内
７
中
学
校
の
２
年

生
21
人
が
参
加
。こ
の
日
の
た
め
に
市
の

施
策
を
勉
強
し
、
し
っ
か
り
と
自
分
た
ち

の
思
い
を
伝
え
、
多
々
見
市
長
や
奥
水
教

育
長
が
全
て
の
提
案
に
意
見
を
述
べ
ま
し

た
。各
中
学
校
の
生
徒
の
提
案
の
要
旨
は

次
の
と
お
り
で
す
。

❖
青
葉
中
…
女
性
消
防
団
員
の
加
入
を
促
す

取
り
組
み
、災
害
時
の
避
難
情
報
の
伝
達
、地

域
社
会
で
継
続
的
に
取
り
組
む
健
康
づ
く
り

❖
白
糸
中
…
保
育
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の

取
り
組
み
、
地
域
と
親
子
の
絆
を
深
め
る
子

育
て
、
地
元
就
職
す
る
人
を
増
や
す
た
め
の

取
り
組
み

❖
和
田
中
…
舞
鶴
な
ら
で
は
の
体
験
型
ツ
ア

ー
の
開
催
、
生
徒
全
員
が
し
っ
か
り
と
学
べ

る
学
校
づ
く
り
、
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

め
る
環
境
づ
く
り

❖
城
南
中
…
誰
も
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る

道
路
整
備
、
自
然
体
験
が
で
き
る
清
掃
活
動

の
取
り
組
み
、
地
域
活
動
に
よ
り
元
気
な
高

齢
者
を
増
や
す
取
り
組
み

❖
城
北
中
…
地
域
の
公
園
活
用
、
舞
鶴
で
働

い
て
暮
ら
す
た
め
の
環
境
づ
く
り
、
ふ
る
さ

と
舞
鶴
を
愛
す
る
人
を
増
や
す
こ
と

❖
若
浦
中
…
舞
鶴
に
繰
り
返
し
訪
れ
て
も

ら
う
た
め
の
観
光
の
取
り
組
み
、
農
山
漁
村

中
学
生
ま
ち
づ
く
り
議
会
を
実
施

中
学
生
議
員
が
市
に
提
案

地
域
に
お
け
る
廃
校
跡
地
等
の
活
用
、
相
手

を
理
解
し
一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
す
る
心

を
育
む
こ
と

❖
加
佐
中
…
地
元
企
業
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
の
実
施
、
地
域
が
主
体
と
な
っ
た
防
災

の
取
り
組
み
、廃
校
を
活
用
し
た
宿
泊
施
設

※
中
学
生
議
会
の
様
子
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
公
開
中（
10
月
31
日
ま
で
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《
教
育
企
画
課
》

実
施
後
、
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
避
難

時
集
結
場
所
で
あ
る
西
総
合
会
館
ま

で
移
動
し
ま
し
た
。

　
朝
来
地
区
（
Ｂ
ゾ
ー
ン
、
原
発
か
ら

10
㌔
圏
）
で
は
、
基
準
値
を
超
え
る
放

射
線
量
を
計
測
し
、
避
難
指
示
を
発
表

し
た
と
い
う
想
定
で
実
施
。避
難
時
集

結
場
所
の
朝
来
小
学
校
に
集
合
し
、
通

過
証（
訓
練
用
）の
受
け
付
け
、
安
定
ヨ

ウ
素
剤
に
見
立
て
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
の

緊
急
配
布
な
ど
、
避
難
時
集
結
場
所
で

の
手
順
を
確
認
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
バ
ス
で
避
難
中
継
所
の
三

段
池
公
園（
福
知
山
市
）に
移
動
。避
難

退
域
時
検
査
や
除
染
訓
練
を
実
施
後
、

広
域
避
難
訓
練
と
し
て
、
避
難
先
（
想

定
）
の
京
都
市
立
芸
術
大
学
へ
行
き
、

避
難
し
た
場
合
の
避
難
所
生
活
や
避

難
所
運
営
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

《
危
機
管
理・防
災
課
》

▲海上保安庁の巡視艇ゆらかぜで西港まで避難

▲海上自衛隊すがしまの搭載艇で避難 ▲朝来小で安定ヨウ素剤に見立てたタブレットを配布

▲京都市消防局のヘリコプターでの要配慮者搬送

　
８
月
24
日
、
赤
れ
ん
が
４
号
棟
で
姉

妹
都
市
・
ナ
ホ
ト
カ
市（
ロ
シ
ア
）を
訪

問
し
て
い
た
舞
鶴
市
青
少
年
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
訪
問
団（
山
口
茂
団
長
、
21
人
）が

帰
国
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。８
月
16

日
～
21
日
に
ナ
ホ
ト
カ
市
を
訪
問
。ナ

ホ
ト
カ
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
と
の

親
善
試
合
の
ほ
か
現
地
の
子
ど
も
達
と

親
善
試
合
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
交
流

ナ
ホ
ト
カ
市
か
ら
青
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
訪
問
団
が
帰
国

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど
で
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

本
市
と
ナ
ホ
ト
カ
市
は
１
９
６
１

年
に
姉
妹
都
市
を
提
携
し
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
を
通
じ
友
好
交
流
を
続
け
て
い
ま

す
。

　
　

  　
《
み
な
と
振
興・国
際
交
流
課
》

　
８
月
13
日
～
18
日
に
、
姉
妹
都
市
を

提
携
し
て
20
周
年
を
迎
え
る
ポ
ー
ツ
マ

ス
市（
英
国
）に
舞
鶴
市
代
表
団（
堤
茂
団

長
、４
人
）を
派
遣
。現
地
視
察
や
両
市
間

交
流
に
係
る
意
見
交
換
、リ
ー
・
メ
イ
ソ

ン
名
誉
市
長
と
の
懇
談
を
行
い
、相
互
理

解
を
さ
ら
に
深
め
ま
し
た
。

舞
鶴
市
代
表
団
が
ポ
ー
ツ
マ
ス
市
を
訪
問

姉
妹
都
市
提
携
20
周
年
記
念

▲訪問時の交流の様子

10
月
に
は
ポ
ー
ツ
マ
ス
市
青
少
年
訪

問
団
の
初
来
鶴
や
リ
ー
・
メ
イ
ソ
ン
名

誉
市
長
を
団
長
と
す
る
ポ
ー
ツ
マ
ス
市

代
表
団
の
来
鶴
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
《
み
な
と
振
興・国
際
交
流
課
》

▲赤れんが４号棟に集結

▲ナホトカ市で親善試合後に集合▲市長が中学生に意見を述べる ▲中学生が提案
▲意見交換会（昨年）の様子

10 月 13 日に市民レビューを実施
　市の取り組みを知ってもらい、取り組みをより良くするにはどうすればい
いかという視点で意見を交換する市民レビューを実施します。今年度のテー
マは「戦略的広報」と「地域づくりと人づくり」です。また、意見交換に先駆けて
平成31年春に策定する「次期総合計画」の考え方について市長が説明しま
す。だれでも傍聴できます。申し込み不要。

【日時】10月13日㈯13時～17時30分
【場所】商工観光センター
【内容】❖多々見市長から次期
総合計画についての説明
❖京都府立大教授の窪田好男
さんをコーディネーターに市
民審査員が２つのテーマにつ
いて意見交換
▶詳しくは、企画政策課（☎
66・１０４２）へ。

傍聴できます　舞鶴版「地方創生」の意見交換会
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